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(US National Institutes of Health、NIH)は、
実験動物としてチンパンジーを使用した医学研究へ
のファンドを打ち切る方針を発表しました。
NIHは声明で「医療研究におけるチンパンジーの使用
はこれまで人聞の健康向上のために重要な役割を果
たしてきた。しかし、生物医学界で開発された新た
な手法や技術によって、いくつかの研究分野ではチ
ンパンジーの使用に答わる方法が提供されているJ
と述べています。
1993年(平成5年)当時もすでに医療、化粧品等
の研究に動物実験の当否が論じられ始めておりまし
た。
そんな中、岡山大学医学部・矢部芳郎教授の小児
麻痩ワクチンのお話しが印象的でした。
1950年代、小児麻簿の後遺症で少し足を引きずり、
体を揺らして歩く人たちを見かけたものです。
ポリオウイルスの不活化ソーク・ワクチンが開発
されましたが、時に発生する副作用をなくすために
より安全なセーピン・ワクチンが開発されました。
無害ウイルス変異株の選別にサルは必須であったと
いうことでした。
一方、岡山大学薬学部・田坂賢二教授はヒスタミ
ン遊離に関する長年の研究から、動物実験の代替実
験の可能性として、たとえばヒト HL-60細胞などの
使用が考えられるというお話しをされています。
両先生の対比を興味深く感じたものです。
， (株)林原の自然科学博物館石井健一館長による
三菱パジエロ、ロシアの軍用トラック各 2台を駆使
した 1，OOOkmに及ぶモンゴル化石発掘調査の招待講
演も興味深く聴講いたしました。
化石は現時点では石ですがもとをただせば恐竜と
いう動物で、動物であれば本研究会の趣旨に合うと
いうことでしょう。
， r動物の死にまねJなどという講演もありました。
人間も辛いときには死んだふりをして危機を逃避す
るといいですね。昔の総理大臣で「死んだふり解散j
なんていうのもありました.
このような幅の広いテーマを扱い、斯界の重鎮、
新進気鋭の学者の講演や研究発表など特色ある岡山
実験動物研究会が今後どう発展するのか、研究会か
ら何が生まれるのか、どんな人材が鐙出するのか、
大いに期待されるところです。
・若い学生たちの学会発表のデビューの場として
も意味があるでしょう。
-研究、技術、ビジネスの専門家の講演、発表か
ら知的刺激を受け、将来のヒントを得ることも多々
あるでしょう。
知的刺激を発奮材料として、ライフサイエンス分
野のガレージ的ビジネスを起業し、アップルコンビ
ュータのような大企業に発展させる人物が現れるか
もしれません。
-基礎研究の発表を聞いて興味を抱き、ふと疑問
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に思ったことから発展して将来のノーベノレ賞研究者
が生まれることも期待出来ます。
ノーベル賞受賞講演で「学生の時、岡山実験動物
研究会で00教授の特別講演を聴いて感銘し、今日
の受賞に繋がる研究がスタートしましたjなどとい
うスピーチが聞かれるかもしれません。
・マイクル ・クライトンのジュラシック・パーク
のように、遺伝子組換えや iPSをモチーフにサイエ
ンス ・フィクションで名をなす人が出るかもしれま
せん。
若さはそれ自体力です。
やはり若い会員に対する夢と希望、期待が大きいと
言わざるを得ません。
お正月のお屠蘇で少々夢を見すぎたようですが、
岡山実験動物研究会創立30周年をお祝いする一文と
致します。(文中役職名は当時のもの)
